
  
               

 

 青森県建設業協会 東青支部 

〃    青年部会 

【建設業の魅力】 

・自分の作ったものが形として残り、なにより多くの人にそれを利用して頂ける、

という点ではないでしょうか。 多くの人の目に入り、利用して頂ける 形に残る

仕事というものは建設業固有のものだと思います。 
 

  ・「この建物、この道路 私が作ったんだ」と家族・親戚・友人に自慢できる仕事は、

カッコいいと思いませんか。 
 

   「貴方が作った橋のおかげで通勤時間がすごく短くなり助かった」と親友から感謝

され、とても嬉しかった、とのコメントも! 
 

・そして職場で、次はこういうもの作りたい、ああいうもの作りたいと夢に描きなが

ら仕事できるのも「建設業の魅力」だと思います。 

 

【建設業の役割】 

 ・災害発生時に被害者にとって最も大事なのは、速やかな応急対策と復旧工事です。 

私ども建設業者は、地域の安全安心のため誰より早く現場に向かい、迅速な対応

をします。 

災害がない普段でも、定期的に道路、河川等のパトロールを行っています。 

地域貢献への想いは人一番あります。 

 

  ・地域を守っているのは警察官や消防士だけではありません。「皆が安心して暮らし 

    ているのは我々建設業の人達の結集によるもの!」 人のために尽くす、やりがい 

が感じられる仕事です。 

 

【 県外就職される皆様へ 】 

将来青森に帰ってきたいと思った時、次頁の内容を どこか頭の片隅に置いて下さい。 

 

次頁 「あなたの経験を青森で活かしてみませんか!」 (添付 協会員名簿) 

   ※ 協会ＨＰ「東青支部 活動記録」に掲載 

建設業の魅力と役割について 

 

 



 

 
 
 
 
 
 

青森県と東京圏の収支差額はほぼ一緒  !?  
 

収入が多い東京圏での生活の方が余裕があると思っていませんか? 

実は収入と支出のバランスは青森県とほとんど変わらないんです。 

収入だけで比較するのではなく、自分の将来の暮らしや家計について 

シミュレーションしてみましょう。 

【単身世帯(３０歳未満)の収支差額(月額)】 

収 入            支 出      収支差額    
 

     青森県          青森県           青森県 

     ２２３,８９３円        １４４,１４８円          約８万円  

              -           ＝ 
   東京圏         東京圏           東京圏 

     ２６９,１４５円      １８９,４６０円           約８万円 
 
        ※ 可処分所得(手取り収入)             ※ 消費支出合計 

 
                      出典:総務省「令和６年全国家計調査構造調査」単身世帯の１ヶ月あたりの収支比較 

                            東京圏…東京都・神奈川県・千葉県・埼玉県。上記数値は１都３県の平均値から算出 

 

【 県内で働き暮らしていく魅力 】 

🔷通勤時間が短い  (全国８位) 青森県 往復61分 ＜ 神奈川県 往復100分 

→ 平均往復時間‥総務省「令和３年社会生活基本計画」 
 

🔷家 賃 が 安 い  (全国１位) 青森県 2,066円 ＜ 東京都 5,954円 

→ 一畳当りの家賃‥総務省「令和５年住宅・土地統計調査」 
 

🔷住宅地が安い (全国２位) 青森県 16,200円 ＜ 東京都 430,600円 

                 → 住宅地１㎡当り平均価格‥国土交通省 Ｒ６都道府県地価調査 
 

🔷待機児童数ゼロ (全国１位) 青森県０人 ＜ 全国平均41人 ＜ 東京都 346人 

→ こども家庭庁 待機児童数 集約表 令和６年４月 
 

🔷認定こども園多い (全国１位) 青森県66.7箇所 ＜ 全国平均16.7箇所 

→ ０～５歳人口１万人当り こども園認可認定件数 総務省 社会生活統計指標2024  
 

あなたの経験を 青森で活かしてみませんか ! 

 

 



                                                          



 


